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昭和 47年非売品
本県医療実態の貴重な文献一一---
昭和 40年， 42年， 44年版につづいて 46年版が刊行された。いつもながら多
忙な診療の合聞に， 1，000ペーツになんなんとする大部の調査報告をまとめられ
た県医師会調査委員会の熱意と努力に対して深く敬意を表する次第である。
本書は本県の概説(伊藤員男)，人口動態よりみた医療現況(児玉清成)，本県
の公衆衛生および社会福祉(石毛忠雄)，本県の公害と労働衛生(根本千秋)，本
県の学校保健(今井守)，本県の救急医療(慶田 浩)，本県の医学研修の実態
(藤沢肇)，医療現況よりみた地域医療の未来像(飯島久吉)よりなり，それぞ
れ適任者によって執筆されている。巻末に附されたというよりは本書の大半を占
める膨大な資料は，その多くが直接には入手し難いものであるだけに，本県の医
療をめぐる貴重な文献の集大成になっていて教えられるところが多い。巻頭にこ
れらの附図附表の目次を付し，読者の便宜をはかっている配慮も心にくい。
欲をいえば，農業県より工業県へと変貌した本県の医療が直面している産業医
学(労働衛生)，公害(大気汚染，水質汚濁，航空機騒音)，農村医学(過疎化)
などの問題について，これらの資料を駆使しての医師会独自の分析やつつ込みが
もっと展開されて欲しかったと思う。本県の医療が当面している諸問題について
の医師会独自のとり組みや，そのための地域医療調査活動の定着が今後ますます
必要となろう。
本報告書にはまた，地域医療の未来像として産業医学，学校保健，精神衛生，
心身障害者福祉，農村医学，循環器，がん，情報管理などのセンターを擁した医
療センター構想が提言されているが，地域医療の理想像に向ってこの医療センタ
ー構想がさらに強力に推進されることを期待したい。
本県の医療の現状とその未来に関心を持っておられる方々に本書の一読をお奨
め する。(本宮建)
〔千葉医会誌 48，148，1972J 
。ry，librarYI librロry1 library1 library1 library1 library1 library1 library1 library1 library1 library1 Iibrary1 1"brary，lib 
